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区役所では、令和９年に迎える区制 100周年を保土ケ谷区民のみなさんと一緒に盛り上げるとともに

「ほどがや」を未来に繋いでいきたいと考え、区民ヒアリングを実施しました。 

 この「意見集」では、区民ヒアリングの中でいただいたご意見の一部を紹介させていただきます。実行委員

会や各部会における活動等に御活用いただけますと幸いです。 

なお、今回いただいたご意見については、保土ケ谷区役所においても、区制 100 周年に向けた取組や今

後の区政運営の参考として活用させていただきます。 

 

 

 

【参考： 区民ヒアリングの実施概要】 

 １ 実施期間 

   令和５年 10月～12月 

 ２ 実施方法 

  （１）電子申請システムによる回答 

    （区民まつりや区の会議等に参加された方、広報やチラシをご覧になった方 など） 

  （２）関係団体とのヒアリングによる意見収集 

○ご協力いただいた団体（50音順） 

◆ 上菅田地区まちづくり協議会 

◆ （仮称）旧東海道保土ケ谷宿を未来へつなげるまちづくり協議会 

◆ 区民会議、公園愛護会、校長会（小学校・中学校） 

◆ 災害対策連絡協議会 

◆ 災害ボランティアネットワーク会議 

◆ 障害者地域自立支援協議会 

◆ 食生活等改善推進員会 

◆ スポーツ推進委員連絡協議会 

◆ 青少年指導員協議会 

◆ 西部工業会 

◆ 地域ケアプラザ 所長会 

◆ 地域子育て支援拠点 

◆ 東海道風景街道 

◆ 納税貯蓄組合 

◆ 人・まち・文化振興会 

◆ 保健活動推進員会 

◆ 保土ケ谷区内郵便局（包括協定に基づく連携事業） 

◆ 民生委員児童委員協議会 

◆ 連合町内会長連絡会 

◆ 老人クラブ連合会 

１ 区民ヒアリング 意見集について 
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●ヒアリング項目 

問１ 保土ケ谷区のこれからの 100年を見据えて、お聞きします 

問１ー１ 保土ケ谷区をどのようなまちにしたいか、ご意見をお聞かせください 

問１－２ そのためにはどのような取組が必要か、ご意見をお聞かせください 

問１－３ その取組について、ご自身でできることやアイデアがあれば、教えてください 

 

問２ 区制 100周年に向けた考え方についてお聞かせください 

問２－１ 「目的」「意義」について、ご意見をお聞かせください 

問２ー２ ４つの「テーマ」「コンセプト」について、ご意見をお聞かせください 

問２－３ その他ご意見があればお聞かせください 

 

 

 

２ ヒアリング内容 

保土ケ谷区制 100周年に向けて 

 

保土ケ谷区が横浜市最初の５区のひとつとして誕生して 100 年。 

100 年という節目に、これまでの保土ケ谷区がどんなまちだったのか、これからはこんなまちにしたい、 

みなさんのそんな想いを形にするためにこの周年行事を行います。 

みんなで知恵を出し合い、共に動き、アイデアを実現していく。 

保土ケ谷区は 100 周年もその後も、そんなふうに作られていくまちでありたいと思います。 

 

区役所では、区制 100 周年に向けて、みなさんと一緒にこの「ほどがや」を未来に繋いでいくための考え

方をまとめました。 

この考え方に、さらに、みなさんの想いを反映させることで、「形」に変えていきたいと思っています。 

想いを形にするのは、保土ケ谷区で暮らす人、働く人、学ぶ人、保土ケ谷区に関心を持つみなさんです。 

ぜひみなさんのご意見をお寄せください！ 

 

目的 いつまでも住み続けたいまち ほどがや を未来へ
～みんなでつくろう次の100年・想いをカタチに～

意義

・ほどがや愛の醸成（もっとほどがやを好きになる！）
・次の100年へまちの良い所の再発見と継承（こんな良いとこあったのか！）
・地域活動に参加する人が増えるきっかけに（地域の集まりに参加してみよう！）
・多様な主体とのつながりの創出（いろんな人とつながろう！）

未来 つながり魅力こどもテーマ

これまでの保土ケ谷区
の歴史や文化を次の100
年という未来につなげ
ます。

保土ケ谷に暮らし・学
び・働き・訪れる人々
が祝い、参加し、つな
がる機会とします。

区の魅力や特色を再発
見すると共に、多様性
を活かした新たな魅力
を創出します。

これからを担う子ども
たちの心に残る、活気
あふれる保土ケ谷区に
します。

コンセプト
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※同様の内容のご意見は集約して掲載しています。 

■問１ 保土ケ谷区のこれからの 100年を見据えて、お聞きします。 

（１）問１-１ 保土ケ谷区をどのようなまちにしたいか、ご意見をお聞かせください。 

キーワード ご意見 

子ども 

子育て 

教育 

子育てしやすいまち 

子どもがのびのびとし、笑い声が響くまち 

子どもたちが安心して暮らせるまち 

子どもたちが地域の魅力を誇りに思えるまち 

地域と学校が関わり合い、子どもの成長を見守ることができるまち 

子育て世代や支援者の負担が少なくなって欲しい 

コ ミ ュ ニ テ ィ 

地域活動 

つながり 

挨拶や気軽な声かけができ、思いやりのあるまち 

いろいろな人・地域とつながることができるまち 

地域コミュニティのつながりを深め、孤立しない、助け合えるまち 

昔から住んでいる方と転入してきた若い家族とが交流できる、活気のあるまち 

各家庭（特に子育て家庭）が地域活動に興味を持ち、参加したくなるようなまち 

保土ケ谷で暮らす人、働く人、学ぶ人が互いに認め合い共生するまち 

皆が少しずつボランティアに参加し、一人の負担が重くならないよう活動ができるまち 

伝統を受け継ぐだけでなく、若者の価値観を尊重し、参画できるまち 

防災 

安心安全 

子どもから高齢者まで、安心して暮らせるまち 

犯罪のない、治安が良いまち 

困りごとがあっても解決できるまち 

災害に強いまち 

災害時に地域が協力できるまち 

交通 

インフラ 

坂が多くても移動しやすい、交通の利便性の高いまち 

子どもや高齢者にやさしい安全な道、歩きやすい道 

交通マナーを守れるまち（車、自転車、歩行者） 

多様な移動手段が整っているまち（鉄道、バス、無人タクシー、空の活用） 

インフラや環境の整ったまち（駅、公共機関へのアクセス） 

歴史 

伝統 

東海道宿場町としての歴史・魅力を活かしたまちづくり 

歴史を大切にし、これからの発展につなげるまち 

古くからある伝統文化（祭りなど）を感じつつも、新たな時代に融合するまち 

保土ケ谷宿や帷子川などの特徴・特色を生かしたまち 

環境 

自然 

自然豊かで、花いっぱいのまち 

ゴミ、ポイ捨てのない、綺麗でみんなが気持ちよく過ごせるまち 

環境に配慮した取組を行っているまち 

首都圏近くにありながら自然が豊かで、幅広い世代が憩えるまち 

 

 

３ 主な意見 
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キーワード ご意見 

産業 

活気あふれる駅周辺、商店街 

保土ケ谷野菜（ほどじゃが など）、農産物や名産品を誇れるまち 

区内での買い物の充実 

横浜駅から近い立地を活かした雇用の場づくり 

健康 

福祉 

健康寿命が長く、シニアがいきいきと活躍できるまち 

福祉が充実し、安心して暮らせるまち 

障害の有無にかかわらず、誰もが支え合い、理解し合えるまち 

これからの高齢化社会に対応した取り組みができるまち 

文化芸術スポ

ーツ 

芸術があふれる、文化的なまち 

スポーツと芸術のまち 

クリエーター、芸術家が住みたくなるような魅力の創出 

住みたい 

暮らしやすい 

いつまでも住み続けたいまち 

子どもが将来も住みたいと思えるまち 

子どもから高齢者まで誰もが「ここに住んで良かった」と思えるまち 

みんながイキイキと穏やかに、幸せに暮らせるまち 

にぎわい 

イベント 

地域が活性化していくようなイベントの充実（歴史、多世代、未来創造） 

箱根駅伝「花の２区」「（優勝を待つ）松の９区」の浸透 

交通アクセスが悪い地域の活性化 

観光客誘致によるまちのにぎわい創出 

未来 
未来に希望がもてるまち 

新たな 100年に向けて、これまでの歴史・魅力を未来へ引き継いでいけるまち 

笑顔・活気 

笑顔と活気にあふれるまち 

世代を超え、人生を楽しめるまち 

若者の活気に満ちたまち、子どもが大人を超えていくまち 

区外からも訪れたくなる、みんなが心地よく過ごすことができるまち 

その他 

地域に愛着を持ち、誇ることができるまち 

他と比べて一番の魅力、大きな特徴のあるまち 

生活に密着した部分の充実 

自然の豊かさは残しつつ、最新技術を駆使して生活できるまち 

子どもから高齢者まで、全ての年代の人が安心して心穏やかに生活できるまち 
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（２）問１-２ そのためにはどのような取組が必要か、ご意見をお聞かせください 

キーワード ご意見 

子ども 

子育て 

教育 

子育てする人がつながることができる仕組み、場所 

様々な事情を抱える人が安心して子育てできる環境づくり（保育・預かりの充実、保護者の負担軽減など） 

親子の居場所や支援施設、相談体制の充実 

子どもが遊べる場所、安心できる場所、第３の居場所。地域と子どものつながり 

小・中学生、高校生が地域を知り、愛着を持てるような教育環境・イベント 

子育て世帯への経済的支援 

コミュニティ 

地域活動 

つながり 

地域住民、区民同士、保土ケ谷に関係する人のつながりをつくるための取組（イベント、交流の場づくりなど） 

近隣住民のつながり、自治会・町内会の活性化、加入促進の取組（イベント・お祭りの開催、互いに協力できる

関係づくり、負担軽減の取組など） 

地区同士の交流、各地域の活動や自慢できることの共有による地域全体でのコミュニティ活動の活性化 

多世代間での交流や多様な人が参加できる地域活動、居場所づくり（多世代の学び場作り、働き盛りのコミュ

ニティづくりなど） 

挨拶や声かけ、思いやりの心。見守り合える関係づくり 

防災 

安心安全 

防犯パトロール・見回り 

路地の死角の解消、道路や公園の樹木等を管理して見通しを良くし、安心して歩けるようにする。 

地域、行政、企業などの多様な主体が連携した防災対策、防災訓練等の実施 

交通安全の啓発活動 

がけ崩れ対策 

交通 

インフラ 

移動手段の確保（バス路線整備、コミュニティバス、小型モビリティ、ライドシェアなど） 

安心して通行できる道の整備（歩道の確保、危険箇所対策など） 

公園やコミュニティ広場を整備し、自由に使えるようにする。 

駅周辺の開発、駅から各所へのアクセスの充実 

坂道対策（電動自転車購入補助、ベンチの整備など） 

歴史 

伝統 

宿場町らしい景観づくり、街並み整備 

歴史、保土ケ谷宿を活かしたイベント（ポイントラリー、ウォーキングなど） 

地域の人が歴史に興味関心を持てるイベント、企画（子ども、若い世代への伝承） 

祭りや神輿から伝統を継承、古くから伝わるたくさんの民話を活かした取組 

旅行会社、鉄道会社などと連携したツアー企画 

環境 

自然 

まちなかに花を増やす取組（まちかど花壇、子どもと一緒に花壇づくり、花苗や種の配布など） 

「ほどがや花憲章」に沿った取組の実施 

公園の定期清掃や地域等で協力した清掃活動、ゴミのポイ捨てをしないための啓発活動 

自然環境の保護、植樹、公園などの公共の緑を増やす 

産業 

商店街の活性化（区との連携、好事例の取り込み、空き店舗の再活用など） 

農業振興、地産地消の推進（自治会イベントでの野菜販売、地元野菜の収穫体験、農業体験など） 

観光振興（公式 HPの立ち上げ、観光案内人の発掘、国内外からの観光客誘致） 

企業誘致、企業とのタイアップ（環境配慮した企業や最先端技術を持つ企業など） 
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キーワード ご意見 

健康 

福祉 

ウォーキングスポットを作るなど、運動習慣をつけるような取組や坂道に負けない足腰作り 

年齢や障害の有無などに関係なく参加できる場、機会の創出、支援体制 

高齢者、障害者、外国人住民に対しての支援・サポート（高齢者への買い物支援、バリアフリー、相談体制、啓発

活動など） 

育児相談や医療機関相談など、日常利用できるシステムの充実と周知 

福祉職従事者の待遇改善、人員増 

文化芸術 

スポーツ 

有名スポーツ選手の積極的な招待 

アート関連のイベントや芸術コンクールの開催 

運動やアスレチックスが無料で楽しめる施設 

にぎわい 

イベント 

誰でも参加し楽しめるイベント（地区を超えた盆踊りパレード、路地裏カフェ、区民まつりの工夫など） 

区内の周遊企画（鉄道駅とのコラボ、店舗を回るスタンプラリー、小さな子どもや高齢者も参加できる短い距

離のウォーキングラリーなど） 

他区との交流が盛んになるような施策 

記念キャラクターの着ぐるみ作成やグッズの配布 

100人での「わがまち保土ケ谷」の大合唱、未来の保土ケ谷のまちのジオラマを仮想空間で作成 

その他 

様々な立場の人がテーマごとにワークショップを行い、講師の話を聞いたり、将来こうなってほしいと話し合

ったりすることでデザインを構想できると良い 

若者が意見を発信できる場や、それを区政に反映できるシステムづくりが必要 

高齢者の生活が不便と感じるので、ネットやスマホの代わりになるツールがあると良い 

縦割りではなく横の連携により、一人ひとりの異なる問題を早期解決できる区役所になるような取組 
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（３）問１-３ その取組について、ご自身でできることやアイデアがあれば、教えてください 

キーワード ご意見 

子ども 

子育て 

教育 

子どもたちが区への愛着を抱けるようなことをしたい 

親子の居場所を増やす、今ある居場所の周知 

各学校で「わがまち保土ケ谷」を合唱し、１フレーズずつつなげた映像の作成 

子どもたちに、保土ケ谷の歴史や名物などをシャッターに描いてもらうなど、子どもたちを巻き込んだ様々な

イベントを行う 

各校自慢の史跡についてポスターを作成し、公共施設や店舗などに掲示する 

学校の調理室で朝食づくり 

子どもを育てたい意欲はあるのでその背中を押してほしい 

コミュニティ 

地域活動 

つながり 

自治会町内会や地域の集まり、ボランティア活動への参加。参加の呼びかけ 

進んで挨拶、声かけをする 

地域の人が気軽に集い、つながることができる場所づくり 

区民の枠を超えた交流活動や、自主的に参加できるネットワークづくり 

地域主催のカフェやこども食堂、多世代がコミュニケーションを取ることができる事業 

地域活動やボランティア活動の宣伝し、担い手・協力者を発掘する 

防災 

安心安全 

年齢性別問わず集まって行う防災訓練 

夜間パトロール 

自身が交通ルールを守る。子どもたちへの交通ルール指導 

危険なことは見て見ぬふりでなく伝えるようにする 

交通 

インフラ 

交通の利便性向上（路線バスの拡充、相乗りタクシーのステーション化、無料送迎バスの拡充など） 

新たな場所の宅地化ではなく、空家等の利活用（団地、空家のリノベーション） 

公園でくつろげるよう民間レストランを開設し、収益の一部を管理費に充てる 

どうすれば皆が公園を楽しく利用できるかを考える場の提供 

歴史 

伝統 

保土ケ谷の遺産となるおすすめスポットの募集 

宿場町の歴史遺産を活かした観光スポットの整備 

小学校で『お祭り』についての授業を行い、子どもたちにお祭りや神輿のルーツを伝える 

環境 

自然 

地域の美化活動（日々の清掃活動とその周知、親子合同の清掃イベント、川の清掃活動など） 

公園整備、花壇の手入れ、いつでも誰でも花を植えられる花壇の設置 

イオン天王町店の周りで子どもたちと植樹を行い、良い試みだった。また、機会があればやってみたい 

市民農園や協働農園の増設 

産業 

ご当地グルメの開発、ほどじゃがを使った料理コンテスト 

職業体験イベント、飲食ブース飲食展覧会（保土ケ谷区の飲食店の紹介） 

住民の意見を取り入れたテナント募集、駅前開発 

健康 

福祉 

高齢者の見守り訪問。見守りを実施している団体等の活動を PRし、担い手を増やす 

高齢者の居場所づくり。高齢者が有給で働ける制度づくり 

障害者がいきいきと暮らせる環境づくり（地域の活動などに参加できるような取組） 

ほどがや体操のような健康づくりの取組。ミニ健康フェスなどの催しの開催 
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キーワード ご意見 

文化芸術 

スポーツ 

野球やサッカーなどのトップチームの選手と触れ合う機会づくり 

色々な異種スポーツイベントをもっと活発にする 

様々な人たちが運営側としても参加できるような音楽イベント 

若手芸術家の支援。芸術祭の開催や、作品を展示できるスペースをつくる 

にぎわい 

イベント 

お祭りや町内会のイベントなどで実施側の負担を減らし、参加者みんなで無理なくイベントを作る機会を設ける 

広報を有効活用してイベントの企画や協力を募る 

相鉄高架下での音楽やフリーマーケットなどの各種イベントを開催 

移動図書館とキッチンカーをセットで地域を回る 

情報発信 
SNSを活用した情報発信と情報収集（保土ケ谷の魅力、都心へのアクセスの良さなど） 

周知方法を多様化（アナログ、デジタル）し、多世代がアクセスしやすくする 

その他 
クラウドファンディングの活用 

区内イベントへの積極的な参加や施設の利用頻度を増やす 
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■問２ 区制 100周年に向けた考え方についてお聞かせください 

（１）問２-１ 「目的」「意義」について、ご意見をお聞かせください 

項目 ご意見 

目的 

「住みやすい、住み続けたい」と思うことが１番大切だと思うのでとても良いと思う 

住み続けたいことは勿論であるが、外部からの移住者を増やしたい 

区制 100周年の目的は過去の歴史を尊重しつつ、未来の保土ケ谷をより良い場所に育てることが大切 

「区制 100周年」ではなく、「今後の 100年」に向けたプロジェクトとすべき 

住み続けたいまちには、つながりや絆が何より大切だと考える 

みんなが住み続けたいまちを目標に掲げることは大変よい 

区民の皆さんが意識し、保土ケ谷区を今後も大切にするような気持ちを持ってもらうことが目的であり、意義

だと感じる 

区制 100周年を節目として、保土ケ谷区在住の方や関わりのある方々により一層愛着を持ってもらい、地域

とのつながりや地域を愛する機会とする 

魅力ある保土ケ谷を町から市、県に広めていくという意義を全区民に周知すべき 

「次の 100年をともにつくる」という点が「主体は区民」を意味していると感じ、良い 

目的を達成するためにはとても時間と労力がかかる。ちょっとずつでも前へ進めて行くべきだと思う 

抽象的すぎる。大きく広いので分かりにくいと感じた 

意義 

地域のアイデンティティを強化し、住民が誇りを持てるような区を築くことに意義がある 

「ほどがや愛」は良いキーワードである 

「次の 100年へまちの良いところの再発見と継承」について、100周年で歴史を感じ、若い世代に引き継い

でいくことができるとよい 

これからの 100年を考えると同時に、今までの 100年をどんな風に作り上げて今の保土ケ谷区があるの

かを知ることができると良いと思う（子どもたちにも分かりやすく） 

「高齢者になってもいつまでも住めるまち」を意義に追加してほしい 

ほどがやの「実は！」をもっと知ってもらいたい 

「新しい試みを見つけよう」という観点が薄い気がする。何となく区の独自性が薄い 

地域活動に参加する人が増えるきっかけがたくさんあるとよい 
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（２）問２-２ ４つの「テーマ」「コンセプト」について、ご意見をお聞かせください 

テーマ ご意見 

全体を 

通して 

４つのテーマが様々な形でつながり、１つになるようなイメージがあると良い 

「高齢者」「安心」「花」「夢のあるまち」「自立しやすいまち」などをテーマに追加してほしい 

テーマは４つ以上には増やさない方が良いと思う。２つくらいがブレなくて良い 

子どもや若い世代に保土ケ谷の歴史や良さをしっかりと伝え、魅力を感じてもらいたい 

区民一人一人の意識が大切 

具体例がなく分かりにくい。達成するための具体例がほしい 

未来 

未来についての理想を多世代、多様な人が集まって意見を言い合う場を設けてはどうか 

次の 100年だけでなく現在、５年後の未来、10年後の未来もあっても良い。100年後のイメージ図などあ

ると良い 

未来を見据えた、持続可能な地域社会の構築、次世代に引き継ぐための教育環境づくり、地球にやさしい環

境づくり 

これまでの歴史から区の魅力を探し、未来につなげていくことが大切 

歴史をつなげるだけでなく、新たな歴史と文化を作り、区としての魅力を高めることが必要 

子ども 

子どもがまちに愛着をもち、「住み続けたい」と思えると良い 

子どもが安心して成長できるよう、学び、遊びの場づくり（自治体、企業、大学等の協働） 

「子どもが担う」のではなく「子どもと共に創る」というコンセプトが良いと思う 

「子育てを楽しめる」「現役世代や高齢者も居心地の良いまち＝子どもにも良い影響」といった視点もあると

良い 

子どもの思う将来像を語ってもらい、どうすれば実現できるかを真剣に議論する 

魅力 

まちの歴史を活かしながら、新しいまちを創っていけたら良いと思う 

まちの魅力はそこに住む人、行き交う人の思いやり、優しさから生まれると思う 

地元企業の魅力を紹介し、若い人に興味を持ってもらう（地元就職のきっかけ） 

保土ケ谷らしい特徴、歴史や文化、自然の魅力を活かしたまちづくり 

他地域から訪れたくなるようなまちづくり 

つながり 

いろいろな立場の人、いろいろな年齢層の人、いろいろな人たちのつながりが大切 

近所やコミュニティ、地域交流の充実。住んでよかったと思えるつながりができれば、地域の集まりにも積極

的に参加すると思う 

保土ケ谷に限らない広い地域からの取り込みが必要ではないか 

「つながり」のコンセプトに「担い手が増えるきっかけ」があると良いと思う 

IT技術の発達により、何が大切な「つながり」かが分かりづらくなっていると思う。アナログなつながりも見

直したい 

その他 

たくさんの人に興味関心を持ってもらい、参加してもらいたい 

一部の人の意見や活動だけにならないよう、子どもや若者、 新しい区民や関係者、これまでなかなか参加で

きなかった人々を暖かく受け入れ、大切にしてほしい 
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（３）問２-３ その他ご意見があればお聞かせください 

キーワード ご意見 

子ども 

子育て 

教育 

訪問型の子育て支援のシステムができる良い（外に出られない人を取り残さないため） 

子育て支援に関して、隣の区との連携ができると良い 

子どもの貧困は実際にあるのだと思うが、表面上は見えにくく、活動の中でもなかなか見えてこない 

幼稚園、小学校時代の育成・支援が大切。小学校の教育や給食、施設に関して見直してもらいたい 

コミュニティ 

地域活動 

つながり 

人口は多いが、集まって何かをできる場所がない。交流をするためにも気軽にかつ自由に使える魅力的な場

所が必要 

自治会町内会、地域活動やボランティアも担い手不足。担い手をつくるための策を施してほしい 

若い世代の交流はあまりない。若い世代の意見を聞く機会や一緒に活動できる取り組みがあると良い 

交通 

インフラ 

山坂の多い区なので、「道」「交通」の整備が不可欠だと思う 

親子の居場所が増えても、移動手段が少ない。移動しやすい交通機関や駐車駐輪場の整備が進むと良い 

活気あふれるまちにするには、駅前の開発が欠かすことができないと思う 

歴史 

伝統 

区の歴史資料を常時展示できる場所を作ってみてはどうか 

子どもたちに区の歴史や宿場を分りやすく伝える本や紙芝居がない。子どもも楽しく読める記念誌ができる

と良い 

環境・自然 横浜駅に近いのに自然がたくさんあふれている。活用できれば良い 

健康 

福祉 

「100」という数字に「人生 100年時代」を関連付けて、健康増進の取組を実施 

孤立化、高齢化、ひきこもり等をなんとか優しく皆でフォローしたい 

スポーツ 
最近は公園などでも気軽にボール遊びができない。スポーツ推進のための環境が整っていないことに課題を

感じる 

にぎわい 

イベント 

年間を通して様々なイベントに「保土ケ谷区制 100周年記念」の冠を付け、メモリアルイヤーを盛り上げてい

くと良いと思う 

子どもたちの地域の愛着につながる記念イベント 

１回で終わりでなく持続可能な内容であることが大切ではないかと思う 

情報発信 

広報広聴 

「100周年ロゴマーク」「100周年記念キャラクター」を作成し、広報に活用 

区民からの意見と区の情報の双方を効率よく発信、浸透できる仕組みがほしい 

安心して暮らせるまちになるよう、多くの人が意見を出せる仕組みを分かりやすく広めてほしい 

100周年に 

向けた 

考え方 

100周年に向けた保土ケ谷区をどのようなまちにしたいか、モットーがあった方が良いと思う 

住民参加が大切。関係者だけで盛り上がるのではなく、全体で盛り上がるように工夫してほしい 

一部の人が盛り上がるために、協力を強いられたり、多くの税金や時間が割かれたりすることには賛同でき

ない 

100周年を機に何かを前向きにやろうとしている人の支援や、生活の困りごとが解決するような方策がとれ

ると良い 

ヒアリング 

について 

丁寧なヒアリングにより区民の機運が高まっていくと思う 

オープンな議論の必要性。意見だけ募って、それがどのように反映、吸い上げられたのかわからなければ意味

がない 

最終的に区民がどのような意識になってほしいかを定義した方が良い 

 


